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中国訪問10日

(地質科学院と2,

問

3の鉱山について)

岡野武雄(鉱床部)

�步��丰

昭相57年3月から4月にかけての10日間公務によっ

て中国の地質部関係の機関(地質部地質科学院に所属する

鉱床地質研究所地質博物館長春地質学院)及びマグネサ

イト滑石の鉱山を訪ねた･以下中国滞在中中国側

の責任者からの説明で聞き知ったことを報告したい.

しかし中国の地質部の機構図をみたり入手したりし

たわけではなくすべて通訳を通して耳から聞き知った

もので誤りも多いと思われるがそれらはすべて筆者

の責任である.

また研究者の肩書きについても触れたカミこれには

全く自信がないといわざるを得ない.多少とも参考と

なれば幸である.

中国の地質関係機関については立見先生の報告(地

質雑85(9)1979年9月)カミある.当時は現在の地質部

が国家地質総局と呼ばれていた.両者の機構上の違い

については詳細不明であった.

中国各機関による地質分野での分業について述べる.

地質部は中国全土の諾鉱物資源の探査研究を行うことを

任務としている･地質部の広域的匁探査に基いて発見

された種々の資源は埋蔵量の計算の終った時点でそれ

ぞれの鉱種による担当の冶金工業部化学工業部建

築材料工業部軽工業部(陶磁器など)などに引き継がれ

る.当該各部は開発採掘に着手するがその過程で生

じた地質鉱床上の技術的放問題点は各部に所属する地質

技術者によって解決が計られる.従カミって地質部に所

属する稼行中の鉱山は存在せず鉱山を見学するには地

質部から上部機関を通じて担当部に連絡をすることにな

る.筆者今回の場合は中国経済委員会を通じて御手

配を賜わったもののようである.

最近機構陣革によって地質部は地質鉱産部に変

ったようである.よって上記に記した地質部の所掌と

は異なり新機構は鉱山開発の部門も含むものと予想さ

れる.

中国地質部の機構

1)地質部

中国では現在80万人が地質関係の仕事に従事しており

このうち13万人が技術者であるといわれる･また探査

関係の業務には40万人が活躍しているが技術者はその

うち7万人でありさらにそのうちのi/･が地質部に関

係ある仕事をしているという.残り40万人は地質部以外

の部すなわち石油部*石炭部*化学工業部*冶

金鉱業部*地震局**科学局**などに属し地質関連

の業務に従事していることになりそのうち6万人カミ技

術者という.

地質部の本部は北京特別市にあり29の省自治区に

はそれぞれの省自治区内の仕事をする機関がある.

地質部は地質図の作成鉱物資源の調査探査(金

属非金属石油石炭など)･これらに関する科学的研

究並びに人材の育成に当っている.

北京には地質科学院か設けられている.これは日本

の地質調査所に相当する機関と考えられる.地質科学

院に所属する機関の一部は地方に置かれている.

地質部に所属する教育関係機関としては5つの地質

学院と全中国21校の総合大学に地質の部門がある.

また,高等中学校中学校に相当する地質の教育機関も

ある.地質部にはさらに付属する10余の工場がある.

3は計器を製作しており北京上海重慶にある.

10工場は試錐機削岩機だとの機械を作っている.

地質部は1952年の創立以来30年間に多くの業務をなし

遂げてきている.地質図幅について云えば100万分

の1地質嵐は全中国の90%が完成しており20万の1

のそれは50%が完成しているという.海洋地質関係部

門には33隻¢)海洋調査船カミありうち7隻は海洋地質

調査に従事している｡上海広州に支部がある.地

質部は室中物理探査技術リモｰトセンシング技術匁

どの新らしい技術は積極的に取入れて調査探査に利

用しておりまた多くの国と国際交流して地質分野に

おける友交関係の発展に努力している.

2)地質科事院

地質部に所属する機関のうち最大なものは地質科学

院であり約6重000人が従事している.地質科学院に

*中国でいう何々部は日本の侮々省に相当する.

**印の局は員本でいう内閣直属の機関に相当する.�



一34一

属し北京にある研究所では4,300人が働いておりその

60%は技術者である.

地質科学院には17の研究所がある(第1図写真1参照).

このうち地質研究所鉱床地質研究所地質力学研究

所岩石砿物測定技術研究所地質博物館全国地質図

書館の6つの機関は北京にありその所属者カミ4,300

名ということに狂る.繰返すカミこの地質科学院が日本

の地質調査所に相当する機関である.以下地質科学院

に属する各機関について簡単に述べる.

地質研究所主柱仕事としては地質地質構造地

域地質古生物の研究でありまた地質図の編纂を行っ

ている.

鉱床地質研究所後述

地質力学研究所地質構造の力学的研究その応用研究

を行っている.かつて季四光先生の所属していた研究

所である.

岩石砿物測定技術研究所地質試料の分析技術手法の

研究を行っている.

地質博物館後述

全国地質図書館全国的な地質図書館である.雑誌の

交換も行っている.

以下は地方にある研究機関である.次の6つの研究

機関は地方区(!965年迄は地方区には行政機関があったが今

は地方区は行政単位ではない)内の地質の研究を行なってい

る.

天津地質破産研究所華北地区〔天津特別市にあり北

京市天津市河北省山西省内蒙自治区〕を担当す

る.主として前カンブリア時代と第四系の地質の研究

を行っている.

南京地質破産研究所華東地区〔山東省江西省漸江

省安徽省福建省〕を担当する.工業技術院の国際

研究交流計画で昭和57年3月に日本の地質調査所に研

究に来られた李文達陸志剛さんの所属している研究

所である･中国南東部の地質と火山地質について研究

を行っている.

沈阻(播陽)地質破産研究所東北地区〔黒竜江省吉林

省辺守省〕を担当する.主に東北の地質前カンブ

リア時代の地質火山金属鉱床の研究を行っている･

西安地質破産研空所西北地区〔陳西省甘粛省守夏

青海新彊ウイグル自治区〕を担当.主要に西北区域

の超塩基性岩塩基性岩にともなう鉱床の研究･

成都地質破産研究所西南地区〔雲南省貴州省四川

省〕担当･主な業務は堆積岩と堆積作用の研究であ

る.

宜昌地質破産研究所中南地区〔湖北省湖南省広東

省

地

質

部

広西省

河南省〕担当.

外事局

科学技術局

物理探査局

水支局

石油局

企画院

地質科学院一

地質破産司

採鉱1司

教育司

海洋地質同

工部局

後勤局

計量局

資料局

コンピュｰタｰセンタｰ

りモｰトセンシングセンタｰ

.外部地質局ユ〕

地質学院2〕

第1図

主な仕事としては花闇

地質研究所(北京)

鉱床地質研究所(北京)

地質力学研究所(北京)

岩石砿物測定技術研究所(北京)

地質博物館(北京)

全国地質図書館(北京)

天津地質破産研究所

南京地質破産研究所

沈旧地質破産研究所

西安地質破産研究所

成都地質破産研究所

宜昌地質破産研究所

高原地質研究所(四川省成都)

砿物総合研究所(四川省峨山眉)

水文地質工程地質研究所#(河北省鄭定)

岩溶地質研究所‡(広西省桂林)

海洋地質研究所*

中国地質科学院機構図

住地質部の局同院については

地質調査所水野の資料を参考

とした.地.質科学院の*は

他局との共管

1)チベットを含む地質大

隊物理探査大隊永文

地質大隊

2)長春武漢成都西安

河北撫州

写真1

中国地質科学院と他研究所の入口

の看板

(両写真は5～6並幅の入口の右左

である.)�
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岩の研究同位体の研究を行っている.

四川省には他に2つの研究所がある.

高原地質研究所成都にある.主要た業務は西域の問

題の専門的た研究である.

鉱物総合研究所四川省峨帽にある.鉱物の浮選性に

ついて研究している.

鉱床地質研究所

鉱床生成課

金属鉱床課

地球化学課

物理探査課

堆積非金属鉱床課

鉱物課

数理地質課第2図

実験地質課

礪床地質研究所

砿物物理課

機構図

情報課

次の3つの研究所は地質科学院と他機関との共同管理

機関である･構造リモｰト･センシングの研究も合せて行っている.

水文地質工程地質研究所河北省鄭定にある･金属鉱床課FeWSnZn-Pbの鉱床を研究してい

岩港地質研究所広西自治区桂林にある.8年位の座る.

史がある.日本の洞窟研究者との交流が深い.考古地球化学課同位体地質学稀元素鉱物少量金属の

学生物学地質学の研究者が多い.地質部水支局の地球化学的研究を行っている.

管割下でもある.物理探査課

海洋地質研究所山東省青島にある.堆積性非金属鉱床課カオリンファイアクレｰ高ア

ルミナ耐火粘土岩塩塩湖現世堆積鉱床(･X･g･n･tiC

上に地質科学院に所属する研究機関について述べたs･dim･nta･ydeposits)研究所の副所長の美瞳さんは

カミこれら研究所の業務は次の2つの面から行われて中国のカオリン鉱床の成因的分類の説明をしてくれた.

いる･すなわち①地質部の他の部門から鉱床探鉱中砿物課

に生じた重大た問題点を地質科学院の研究所に依頼して数理地質課(皿･th･m･ti･geology)

行う研究･①地質科学院の各研究所カミ白ら決めた排究.実験地質課

の業務を行っている･砿物物理課EPMA電子顕微鏡X線回折装置赤外

地質科学院と外国の地質調査研究機関との交流研究は線スペクトロメｰタｰなどの装置を使って鉱物物性の研

地質科学院が現在保有する能力に赤じて行っているカミ完を行う.

資料については地方機関のものを利用することもある.鉱床地質研究所の研究用大型機器としては電子顕微

また交流研究は地質科学院が主体とたって行うものが多鏡類(JEOLJSM35JCXA733スペクトロスコｰプE1scint

く地質部の他の部門における交流は少ない.USAエレクトロンマイクロスコｰプFM400Pi1ip,EDAX)

地質科学院の出版物としては①中国地質科学院院報高周波セパレｰタｰ同体位測定装置(SOHC)

(1979年に第1巻第1号)②各研究所から報告を出して岩石破壊装置(1軸式)などカミあり活動している.

いる.各研究所から出版されているものは内容は論美隔リ所長の説明による中国のカオリン鉱床の型式別の

文の形をとっている.不定期刊である.例えば中分類は次のとおり.

国地質科学院院報鉱床地質研究所公刊(第1巻第1

号1980年).(!)熱水性カオリン鉱床

(2)風化残留性カオリン鉱床

(3)風化溶脱カオリン鉱床

3)鉱床地質研究所

(4)堆積性カオリン鉱床

地質科学院の下部機構である鉱床地質研究所について

述べる.鉱床地質研究所は北京市車外百万庄にあり(2)の鉱床は高陵村のカオリンが代表的である｡中生

鉱床の成因生成機構鉱床区の研究鉱物･岩石の研代の花筒岩カミ原石でカオリン鉱物はカオリナイトとノ･

究鉱床の地球物理･地球化学的研究を行っている･貝イサイトである･(3)は地下風化(､6竈､墨､｡㎜a榔､か

ごの研究所には10の研究室*があり研究所の総人員はth･･i囎)で石灰岩の｡aveをカオリナイトや純粋なハ

300名うち大学卒業者は200名であるという･第2図にロイサイトカミ埋めている型の鉱床である.(4)の型の

鉱床地質研究所の機構を示す.鉱床は山東省辺守省河北省山西省に広く分布す

鉱床生成課鉱床生成の研究を行い鉱床地区の地質る鉱床で石炭紀二畳紀ジュラ紀第三紀のもので

*unitと表現していた｡課または室に相当するものと思われるがごこでは訳として表現した.�
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石炭層にともなっている.ボｰキサイト質のものであ

る.

景徳鎮の鉱床はいづれの型に属するかと問うたところ

美隔u長は風化残留型があるいは断層に沿う熱水型鉱

床であろうとのことであった.

4)地質博物館

地質科学館の所属する地質博物館は北京市西四にある

(地質部の本部付近らしい.北京市街地図による).博物館

は6階建てのビルの4階迄の部分を使用し展示面積は

2,500m2という.建物見取図と各階の展示主題を示す

と第3図のようになっている.平均入場者は200名/日

休館目は月火曜目である.

西四通

左手

中国鉱床室

地球史室

4勝

3階

2階

1階

右手

鉱物岩石室

地質古生物室

第3図

地質博物館平面

見取囲

砿産資源室は石油石炭金属鉱物非金属鉱物の

展示室石油鉱床生成の模型もある.非金属鉱物と

しては金雲母(内蒙)白雲母(新彊)ダイアモンド

(山東省湖南省迂宇省)水晶(ブラジル級の水晶であっ

た.四川省江蘇省)石膏(湖北省第三紀の砂岩中)

自然硫黄(青海石膏の風化分解生成物)叶鰭石(葉蝋石

新江省青田県.印材としては青田のほか福建省の福州寿山

から産出する.新江省からは晶化石鶏血石など良質な印材

カ油る.鶏血石は葉蝋石に辰砂を混えたものであろう)ベン

トナイト(吉林菅河北省宜化青海省柴述木〈ツァイダム〉

湖1江省臨安)高嶺土鱗状黒鉛(堆積変成鉱床山東省莱

酉黒竜江省鶏西柳毛接触交代鉱床吉林省磐石仙人洞湖南

省榔県魯塘)天晴石(青海省柴迭木)狂ど.

地球史室地球誕生から今日迄地球吏の展示のほか

海洋鉱物資源(マンガン･ノジｰル)中国の衛星から撮

った青海省の衛星写真(モノクロｰム)合成鉱物の展示.

地層古生物室大型化石は少ない.恐竜の大型のもの

の展示はない.恐竜の卵の化石あり.

中国破産室鉱種別鉱床型別にパネル説明分布図

代表的鉱石が展示されている.鉱物資源の専門家とし

ては時間をかけ記録しながら観察したい展示室である｡

砿物･岩石室中国産最大のダイアモンド(模型?)の

展示がある.山東省笈沐県産35×30×17(mm)3

158,786カラット黄色.

議写真｡

写真2地質博物館入口

博物館の展示室�
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工芸展示室全国各省から省産出の鉱産物工芸品及

び地質鉱床探査を主題とした書画を展示してある.

未だ充分に展示品の集まっていたい省もある.中国4

大規産地と硯の展示もある.1.瑞硯(端渓硯のこと広

東省肇慶市)2･翁硯(安鐵省)3･紅締硯魯硯(山東省)

4･挑河硯(甘粛)･その他賀蘭硯(宇夏)ヲ紋硯(江

西)松花硯(吉林)カミ展示してある.

さて各地から地質博物館には珍らしい新らしい鉱物

化石が送られてくる.年間に平均100件多いときに

は1･000件の標本が送られてくるという･また地質博

物館には標本工場があり標本を作り学校生産機構

研究室へ送っている.有料という.海外との交換も

行っている.北京以外の地質博物館としては南京地

質博物館がある.南京のものは旧い中国時代の博物館

であった･開放後は北京に博物館カミ作られ(旧い時代に

は地質調査所に所属した小さな標本館があった)･一部南京の

博物館からも標本も移されて来たという.

5)肩書き

中国における地質関係の機関には(1)政府の科学研究

機関(2)大学などの教育機関(3)生産に直接関係する機

関がある.これらに所属する研究者技術者の呼称

について大体下表のよう狂ことが云えるらしい.

1�(1)�,�(2)�一�(3)

上級�研究員�教�授�高級工程師�

研究者�副研究員�副教授���

中級�助理研究員�講�師�工程師�

､研究者�����

中国で大学を卒業して生産機関に入ると1年間位の

実習後助理工程師になる･助理工程師を数年やると

工程師となり自分1人で仕事ができるようになる.

総工程師たる名称があるカミこれは行政職の職称を含ん

でいるものである.

高校卒業生は1年の実習後技術員に狂る.以前は

助理技術員という名称があったが今は使われていないそ

うである.技術員で優秀な人は試験を受けることカミで

きこれにパスすると工程師に狂れるという.

各部および上海天津(主たる業務は給水)北京(地

質局というものあり給水のほかに地質や鉱床の業務も実施)

の直轄市には1人の総工程師が任命されている.長

春の地質学院で聞いたところでは30年間に15,000人

が卒業し110名の研究生が卒業したという.この研

究生というのはドクタｰコｰスのことである.

写真4博物館工芸展示室

6)鞍山地区の鉱山見学

1日間という短時間であったが辺宇省鞍山(現在700

万tの鉄鋼生産都市)の南にあって世界的に著名た海域

大石橋地区の非金属鉱山を見学した.

大石橋地区には6層のマグネサイト鉱層(原生代)カミあ

り走向N50～80.E延長5km(海城一大石橋地区のマグ

ネサイト層は100km)である.現在採掘中のものは第3

層で厚さ190m(他の5層は厚さ50m以下)である.筆

者の見学したのは華子沿採掘場でCa00.6%SiO.

O.6～0,7%とレ､う.

海域地区(解放後開発大石橋地区より大規模)では下房

身採区金家塗子孫区の2地区で採掘申.大石橋地区

と同一層準の鉱層で走向N60～80T3.5km厚さ

190200mの2層ある.高晶質であり両地区とも焼

成して出荷している.

海域滑石鉱床の採掘の中心は萢家墨子にあり海城駅

の東方25km粉砕工場もある.滑石鉱床はNE～SW

方向25kmの間に5採掘地区あり北から大慶淘*

萢家墨子*麻耳崎*楊家句馬家壁子採鉱坊である.

*印ではピンクの滑石を産す.現在200325meshの

ものを出荷1,250meshの工場試運転中.滑石鉱床はマ

グネサイト層中にありSiO｡の付加により滑石化したも

のと推定した(これを示す鉱石試料を採取した).

工業技術院中国各部門の方々に大変御世話になりま

した.厚く御礼申上げます.

(旅行の経費は工業技術院国際研究協力課によりました).�


